
安全研究審議会における評価・検討の進め方

重点安全研究計画調査票
（平成17～21年度）

重点安全研究成果調査票
（平成17年度）

安全研究委員会 等

自己評価結果（参考資料）

安全研究審議会

重点安全研究評価報告書
（平成18年度）

○原子力安全委員会 原子力安全研究専門部会による
重点安全研究計画調査票の様式に則り、ＪＡＥＡの重
点安全研究計画（平成17～21年度）を取り纏める

○旧安全研究年次計画調査票の様式に準じて、ＪＡＥＡ
の平成17年度重点安全研究成果を取り纏める

○上記の重点安全研究計画調査票（平成17～21年度）、
重点安全研究成果調査票（平成17年度）及び実施者
による（前年度成果と当該年度以降の計画に対する）
自己評価を提出

○安全研究委員会等の適切な委員会において、技術的
な議論を行うとともに、実施者による自己評価に対す
る委員会の意見を聴取（平成19年度より）

○安全研究委員会等の意見を基に自己評価結果を取
り纏め、安全研究審議会に参考資料として提出

○重点安全研究計画調査票（平成17～21年度）、成果
調査票（平成17年度）、及び自己評価結果を提出

○時宜に即した議題を適宜選択して議論を行う
○自己評価結果及び安全研究審議会独自の視点によ

る意見を聴取

○安全研究審議会の評価結果報告書を取り纏める

調査票、報告書は、他の内部評価・外部評価、情報発信等に広く活用できるものとする
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重点安全研究の評価・検討体制について（１９年度より）

理事長 安全研究審議会

重点安全研究の中立性・透明性を
確保するため、研究評価を行なう。
（大綱的指針等に基づく研究開発
課題の評価： 外部評価 ）
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答申

諮問

自己評価

地層処分研究開発部門

次世代原子力システム
研究開発部門

安全研究専門委員会

地層処分研究開発
検討委員会

Ⅳ．放射性廃棄物・廃止措置分野
4-4-2 高レベル放射性廃棄物の地層処分に

関する研究（２）－開発研究の成果の活用

Ⅴ．新型炉分野

安全研究センター

安全研究センター
に設置。主に、技術
的討議を行なう。

安全研究センター長

○○専門部会

安全研究委員会
助言

・
・
・
・

Ⅰ．規制システム分野

Ⅱ．軽水炉分野

Ⅲ．核燃料サイクル施設分野

Ⅳ．放射性廃棄物・廃止措置分野
（4-4-2 を除く)

Ⅵ．放射線影響分野

Ⅶ．原子力防災分野

対象とする重点安全研究課題


